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び「リーダーシップ行動」6カテゴリーを明らかにした。第 3章（研究 2）では，研究 1で抽
出された 9 カテゴリーの内容を基に，中堅ジェネラリスト看護師リーダーシップ尺度









で評定するよう求め，60 部署に勤務する 286 名の看護師から回答を得た。マルチレベル分析
の結果，中堅看護師のリーダーシップは共有リーダーシップ及び専門性を発揮できる職場環境
の促進を通して間接的に看護の質に正の関連を示した。職務満足度に対しては直接的に正の関
連を示した。また，職務遂行に十分な人数の看護師が配置されるような良好な環境下で中堅看
護師のリーダーシップが開発されやすいことが示唆された。以上の結果から，MGNLSで測定
された中堅看護師のリーダーシップの有効性が明らかになった。第 5章では総合考察を行い，
中堅ジェネラリスト看護師のリーダーシップの特徴を考察すると共に，本論文の学術的貢献と
現場における中堅看護師のリーダーシップ育成への貢献について丁寧に論じた。 
 本論文は，看護の現場において中堅ジェネラリスト看護師に漠然と期待されていたリーダー
シップの内容を初めて明確にし，それを測定可能にした点，及び中堅看護師のリーダーシップ
の有効性を実証的に明らかにした点で学術的貢献度が高い。本論文で開発したMGNLSは中堅
看護師の体系的な教育と評価に応用可能であり，キャリア目標の明確化に資することで中堅看
護師の負担感を軽減できるという点で，実践的貢献も高い研究であると言える。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格があるもの
と認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
